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研究推進委員会だより　　　　　　　平成１９年９月
事務職員会研究推進委員会
　すがすがしい秋晴れの季節となりました。仕事のしやすい季節でもありますね。
後期に向けて、充電したパワーを発揮しましょう！　
　さて、去る８月１０日　男女共同参画センターにて、宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町教育長　　　　　　
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日渡　円氏をお迎えし、教育改革の流れと評価制度についての講話を拝聴しましたので報告します。会場いっぱいの参加者の一人ひとりが、心に強く残るものを感じた、そんなパワフルな講話でした。
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　～　教育改革の変遷　～
第１次1873年 明治維新　　　　第２次1945年 終戦　　　　　　　第３次現在
国民への学校教育の必要性　　　短時間での価値観変化　　　　　　国際化・情報化

　現在は、第１次、第２次に比べて緩やかに進行しているため、学校現場の中での意識改革が進んでいないのが現状です。

～　中教審のキーワードから　～
　約１０年ごとに行われる中央教育審議会では、その時々の「キーワード」があります。

中教審答申　　　　　　　　　教育課程審議　　　　　　　　　学習指導要領施行
	S52「ゆとり」
	授業時間数削減等
	小S55・中S56

	H元「新しい学力観」
	個性重視・生涯学習・生活科の導入等
	小H4・中H5

	H 8「生きる力」
	H10 学校週５日制・総合的な学習等
	H14

	H17「生きる力」
	H19 小学校英語・授業時間数の自由化等
	H23予定


平成２１年度からは、新学習指導要領の移行期に入ります。教育現場にいる私たちが今、何をしなくてはならないか、現在の教育に何が求められているのか考えていく必要があります。
　～　教職員評価について　～
平成１３年公務員制度改革大綱の中で、新しい評価制度を「能力評価」と「業績評価」により行うことが決定されています。
今まで　　　・職階制（主事・主任等の職務内容による格付け）
　　　　　　　　　　　　  ・年功制（給料の級による格付け）
　　　　　　　　　　　　　　　 
これから　　・能力等級制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　どのように行うかは、各県、政令市によって異なります。　　
―　裏面に続きます。―

 ※　宮崎県では･･･？　　詳しくは宮崎県教委のホームページをご覧下さい。
　                　   
    目標とする職務行動（この職の人は          　個人の業務目標に対しての達成度を
　  この行動をとる）を具体的に示し、     　　　 評価する。
どれだけ実践できたか項目ごとに
評価する。　
目標が明確になり、資質向上につながる。
職員を管理することが目的でなく、職員を伸ばすためのもの。
～　学校事務職員の能力評価について　～
今後の「能力等級制」の中で
　　・まず、どういう仕事があるのか。
　　・その仕事はどれくらいの能力を必要とするか。
　　・行政職の中で一般の公務員でいうどのくらいの仕事にあたるのか。
整理することから始まります。学校のあり方、学校という原点に立ち返って、早急に学校の責任、権限等の学校組織をもう一度見直し、そのアウトラインの中で、事務職員自身の職務内容や必要な能力の研究をしていくことが必要です。
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～　研究推進委員会として　～
　　・事務職員に必要とされる能力の整理及び責任と権限の研究

　　・新学習指導要領移行に向けての事務職員の取り組み

等の必要性を感じました。どのように進めていったらよいのか、今後の研究推進委員会において検討したいと考えています。
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気･に･な･る　となりの共同実施♪　＊今回は第８支部から＊
今年度、共同実施に関する要項の改正がされ、業務内容に「学校経営参画に関すること」が加えられました。このことを受け、8支部ではその具現化を図るため＜学校事務課題解決シート＞を各校において作成することから始めています。

これにより現時点での各校の課題が明確となり、共同実施の取り組みの一環として、支部員全員で共通理解を図り、支援していくことができる体制が整ってきました。

　8月に行われた「支部教頭会合同研」においても、この＜課題解決シート＞を活用し
事務職員の抱えている課題を、まず教頭先生と話し合い、学校の問題として共有化し、共に連携して改善を図っていこうと確認しあったところです。

　合同研では、更に次のような課題について話し合われました。

☆　校務用パソコン導入あたっては、教頭・事務が連携して整備を具体的に進めよう！

· 安全教育の推進では、環境を守る意識を児童生徒自らが持つことが必要であり、

子どもからの情報を収集することも大事なことである！
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講話の概要　　　　





能力評価＝職務行動評価





あなたは、経験を重ねたから能力があります。





あなたは、この能力があるからこの職が適当です。








 業績評価＝目標管理方式





講話を受けて





あなたの教育情報は近所の人と同じ？





ゆでガエルに


なっていない？





２年後





約４年後





ゆでガエルとは・・・ゆっくりとした温度変化の中ではゆでられていることに気づかないカエルのように、ゆるやかな変化の中ではその変化に手遅れになるまで気づかないことをいいます。








